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事業計画等について質問する

金田総代

議事進行を務める

郡司実議長 増子好哉副議長

鹿行農業共済組合通常総代会
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、ヽサうタレ   ::|[  51:lii:]
春 蚕 繭 429箱
初秋蚕繭 255箱
晩秋蚕繭 325箱

樹  Ю][ il!:i[ 覇 大 豆  119a

総共済金額

415,110,241,357円

損害防止に

要する費用
8,100千円
17%

その他

税金 .

負lB金や.tt費

2,700千円

06%
連合Jこ支払う事≦

/4億
7,052万 1+日

5,015二F円  1 0%

①
共済部長半基礎組織協試会 積 春 評 価 会

●

日」会長

箕輪  治
(鹿嶋市)

副会長     昌」会長     会 長
金山 栄仲   郡司  実   増子 好哉
(北浦町)   (鹿 嶋市)   (大 洋村)

鼠  属甕信
前年度からの繰越

994千円  02%

その他の lll入

預金利子や

雑収入

147,068千 円

313%

国や運含会から

農家がらいただ<
賦課金

93,260千 円

198%

人件費

287.889千円

612%

維持管理や

会議費等

135,004千 円

287%
支出の部

薄 1・ili｀|::

湾

,`f

副会長

根田 彰示
(北浦町)
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農鰈轄場炸饂蝙胚 場よ…
○水稲では25a以上耕作してし1る農家につし1ては
必ず加入することとなつてし1ます (当然加入)

○水稲掛金の納期限は7月 31日 です /

知つて0きたい
~被
害轄 から共済金支換し

平価はこうして行われます。
、ヽ、__´
′́＼ヽ、_´

悉皆調査

損害評価会委員
損害評価委員が各評価地

区ごとの公平を保つため

検見及び実漫Jの方法で調

査を行います。

連合会抜取調査

組合間の均衡調整を図る

ため組含全域から任意拍

出の方法で実浸J調査 (坪

XJ)を行います。この調
査結果により,県全体の
評価高を算出します。

損害評価会

審査

損害評価会
悉皆調査による検見単収

と,抜取調査による実測
単収をLヒ較して差が生じ

た場合,評価地区ごと全
筆に修正を加え均衡を図

ります。
国

農業共済組合

う
`

組合長は損害評lll会の答

申に基づき,組合当初評
価高を連合会に報告する。

□

連合会の審査 晨林水産省の審査

損害評価員
―班三名以上で編成され

た評135員により,被害申
告された全耕地を検見し,

合議により10a当たりの
悉皆単収がつけられます。

損害評価の基礎となる重

要な調査です。

農 家
一筆ごとに 3割以上の減
収が見込まれるとき。

共済金の支払い

瑣日
日
日
田
籠 県内各組合等から抜取調

査した結果に基づき,組
合等間の均衡が保たれて
いるかを調査します。

農林水産大臣は,連合会
が決定した損害減収量を
統計情報事務所等の減収
調査資料に基づき共済金
の対象となる損害評価高
を認定します。

国から認可された評価高

より国,県,連合会,組
含がそれぞれの責任割合

で共済金を l kg当たり減

収するごとに247円の補
償額で支払います。
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トラクター(ロータリー)

○横転,転覆,稼働
中,走行中の接触
○石などの巻き込み

○畦畔やU字溝等ヘ
の接触など

損害の補償に― 卿

"共
済

コ ン バ イ ン

○稲ワラがつまっての結東部の破損
○石等の巻き込みによるX」刃,受網の破損
○ぬかるみ脱出時や旋回時のクローラの破損
○稼働中,走行中の援触など

田 植 え 機 乾燥機 もみすり機

○横転,転覆,稼働中,
走行中の接触
○石など異物による破
損
○苗のせ台の破損など

○火災

○落雷による]ンピ
ユーターの破損

Olla体の落下及び

飛来など

口農業用機械ならOK
トラクター コンバイン

!新調達価額まで加入できます。
耕うん機 田植機 乾燥機 バインダー 防除機 籾すり機 脱穀機 など

○集落で所有・管理しているもの,共同所有のものも加入できます。 O新調達価額とは,申込8さにおける当該農業機械と同一性能の新品の市場価額。
O機種の耐用年数を超えた農機具については,時価∃受となります。

所 在 地 T E L F A X

北鹿島支所 鹿島郡鉾田町塔ヶ崎 173 0291-32-2302 0291-32-4385

南鹿島支所 鹿嶋市平井 1187-1 0299-82-5667 0299-83-5332

行 方 支 所 行方君B麻生OT麻生2744-23 0299-72-0104 0299-72-0394

聞
い合
わ
せ
先

■臨時費用担保特約付
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鹿行農業共済組合は,去る 5

月30日 開催されました茨城県農

業共済組合連合会通常総代会に

おいて事業功労者として、受賞

の栄誉に輝きました。

茨城県農業経済課,永見課長より組合長代理で表彰を受ける嶺参事

農家の経営安定と地域農業の維持,発
展に貢献し農家との信頼のきずなを深

めつつ農家に満足してもらえるよう

NOSAIは
がんばります

〃 タ タ 〃
当組合も合併 2年目を迎えました。より充実した

広報活動のため,親しみやすい目で見る広報紙作り

に努め,皆さんのパイプ役として′ものふれあいを念

願しています。

皆様からの御意見等あまちしております。

F皐証:轟51
1 1-一一
~~― ――――、__― ―」

☆募集人数

☆学  歴

☆給  与

☆応募方法

2名 (鉾田町 1名・鹿嶋市旧大野村 1名 )

平成13年度高等学校卒業見込者

当組合規定による

9月30日 までに電話連絡のうえ,履歴

書をご持参<ださい。

行方郡麻生町麻生2744-23

TEL 0299-72-0104 紹全務言果


